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本日の内容

１、牧之原市の概要について

２、牧之原市救護班の体制について

３、関係機関との連携及び防災訓練について

４、平時からの準備について

５、さいごに
2



１、牧之原市の概要について

ア、牧之原市の立地
イ、被害想定
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RIDE ON
MAKINOHARA

ア、牧之原市の立地

東名高速道路

富士山静岡空港

静波海岸

相良サンビーチ

浜岡原子力発電所
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ＦＤＡ（富士ドリームエアライン）
札幌・出雲・福岡・熊本・鹿児島
ソウル・台北・中国１０都市 等
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静波サーフスタジアム
（ウェーブプール）



面 積 ： １１１．６９ ｋ㎡

人 口 ： ４３，４９３ 人

世 帯 数 ： １７，２２１ 世帯

高齢化率 ： ３２.８％

＜令和５年１月末＞
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イ、静岡県第４次地震被害想定
（津波の規模）

（参考：避難開始時間） レベル１→発災後３分 レベル２→発災後５分
＊夜間の場合はこれに＋５分

被害想定の概略
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静岡県第４次地震被害想定
（人・家屋被害）

被害想定の概略
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○ 医療対応不足数

対応可能
入院患者数
（Ａ）

重傷者数＋
病院死者数
（Ｂ）

対応不足数
（Ａ－Ｂ）

対応可能
外来患者数
（Ｃ）

軽傷者数
（Ｄ）

対応不足数
（Ｃ－Ｄ）

Ｌ
１

全県 約5,000 約32,000 約30,000 約34,000 約54,000 約21,000

市 約40 約800 約800 約50 約1,200 約1,200

Ｌ
２

全県 約4,900 約43,000 約41,000 約33,000 約62,000 約29,000

市 約30 約2,400 約2,500 約30 約2,300 約2,300

＊四捨五入や積算の関係で合計が合わない。
＊医療機関の施設損傷、ライフライン途絶を考慮し算出。

単位：人

静岡県第４次地震被害想定
（想定患者数）

○ 市災害時要援護者（要配慮者）台帳登録状況

・災害時要援護者リスト 約1,500人
・災害時要援護者登録台帳 約900人（うち、上記リスト掲載者500人）

＊支援者を決めて個別計画作成（行政・自主防災会でリスト管理） 9



10静波海岸



２、牧之原市救護班の
体制について
ア、医療救護の体制
イ、救護班の災害体制
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12

ア、医療救護の体制



イ、救護班の災害体制

＜災害対策本部（榛原庁舎）＞
・配置：健康推進部⾧（保健師）

＜医療救護本部（榛原庁舎）＞
（災対本部と同じフロア）
•配置：事務職２人、保健師２人

＜一次救護所＞
①榛原総合運動公園ぐりんぱる（榛原地区）
•配置：事務職７人、保健師６人、栄養士２人
②相良総合グラウンド（相良地区）
•配置：事務職６人、保健師７人、栄養士２人
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＜二次救護所＞
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名称 開設地区

１ 総合健康福祉センター

榛原地区

２ 川崎コミュニティ防災センター

３ 牧之原コミュニティセンター

４ 坂部区民センター

５ 勝間田会館

６ 細江コミュニティセンター

7 相良保健センター
相良地区

8 萩間小学校
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３、関係機関との連携及び
防災訓練について

ア、三師行政連絡会
イ、年間訓練・研修計画
ウ、訓練の様子
エ、成果
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ア、三師行政連絡会について

•H5にＩＫＯ会（医行会）の名称で、旧榛原町時代にス
タート

•H10に三師行政連絡協議会に変更
•H17の合併で休止
•H22に牧之原市として三師行政連絡会でスタート
三師は無報酬で参加（医師、歯科医師、薬剤師）

＊当初は3つの部会であったが、時代の流れの中で増減しなが
ら、現在は１つの部会（救護所運営部会）を実施中
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三師行政連絡会の
災害医療体制と役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三師行政連絡会救護所運営部会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医師会：代表３名 

    アドバイザー ２名 

歯科医師会：代表２名 

薬剤師会：代表３名 

行政：救護班（榛原班・相良班） 

榛原総合病院：代表１名 

榛原総合病院 

地域医療連携に係る協定（仮） 

 医療の充実（病院診療・在宅医療）、災害医療支援（ＴＭＡＴ、救護病院） 

 

危機管理課 

・災害対策本部編成と

運営 

・県への要請関係 

・資機材整備 

・防災訓練関係 

・原子力防災関係 

・自主防災会との連携 

等 

災害時医療協力 

ボランティア 

榛原地区：３２名 

相良地区：３５名 

（R3.4.1 現在） 

救護所運営部会の役割 

・医療救護訓練の企画 

・   〃  事前研修 

・医療救護計画の見直し 

・各種災害協定の締結 

・救護所整備の検討 

  施設整備 

  医薬品整備 

  資機材整備 

・他主催の訓練や研修に参加 
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イ、年間訓練計画
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ウ、訓練・研修の様子
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事前研修会の様子
トリアージ＆搬送研修

どの職種もトリアージできるように
することが目的！

搬送法は、毛布と竹ざお、担架、上着を
利用した方法も学習。
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R4年度



事前研修会の様子
ロジスティクス ～クロノロ～
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どの職種もクロノロができる
ようになるのが目的！
壁にも貼れるどこでもシート
が便利。



医療救護訓練の様子

救護班の訓練
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医療救護訓練の様子
救護班の訓練
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医療救護訓練の様子

救護病院とのコラボ訓練
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医療救護訓練の様子

救護班の訓練

訓練見学者に対して、救護所
の役割やトリアージについて
啓発。
患者役や搬送役で協力して
もらった市民や中学生へも
説明。

＜平常時の啓発＞
現在は、訓練時に啓発を実施。
合併前には、全ての町内会に災害医療の
啓発に回った。今後の課題！
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医療救護訓練の様子

救護班の訓練（おまけ）
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救護班訓練の工夫点

•次の回に必ず復習を入れた
•ロジスティックの動きの確認（繰り返し研修）
・トリアージタッグの動き
・情報の集約（クロノロに書き慣れる）

•救護所運営関係者みんなで研修・訓練
•アクションカードの導入
•バイク隊に協力してもらい、医療物資の運搬役を担う
•アマチュア無線の方にも毎回訓練に参加してもらう
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エ、成果
①医師をサポートする体制ができた
・医師は少数のため、黄・赤エリアに徹する
・歯科医師は初期トリアージ、緑エリア処置の役割を担う
・薬剤師は薬剤の管理の他、クロノロなどロジの役割を担う
※各役割を担うため、独自に研修を組んでいる

②救護所の医療資機材が充実した
・救護所備品の購入に関する助言を得た
・薬剤、輸液の備蓄に関する助言や協力を得た
（ローリングストック）

③人材の質を保てるようになった
・年間の研修で外部講師を招く回数が減った
（救護班内で講師役を担える人材が増えた） 29



４、平時からの準備について
ア、アクションカードの活用
イ、毎月の無線訓練
ウ、薬剤備蓄
エ、災害協定
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ア、アクションカードの活用

アクションカードとは？
•アクションカードを持つことにより、
「心の余裕」と自律性の確保」が可能

•「最初の一歩の提示」
「パニックの防止」をする道具

•急性期を乗り切ることに特化した道標！

＜災害時はこんな能力が必要＞
危機管理意識、横の連携、判断力、情報
収集、意思決定、冷静さ、応用力
→これを補うのがアクションカード！

前東京医科歯科大学
救命救急センター
現東京都立広尾病院
減災対策支援センター

医師 中島 康 先生
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例
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イ、毎月の無線訓練
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•防災行政無線定期通話訓練を毎月第１水曜日に実施
•救護病院⇔保健センター
•救護所⇔保健センター

防災無線の利用に慣れる



エ、災害協定
１、災害時の医療救護活動に関する協定書（H13）

＜榛原医師会、榛原歯科医師会、榛原薬剤師会＞
(1)救護所における医療救護活動（救護所管理者の指示の元で活動）

ア 医師及び歯科医師
・トリアージ
・傷病者に対する応急処置及び医療
・傷病者の救護病院及び災害拠点病院等への収容
・遺体の検案

イ 薬剤師
・救護所内での医薬品の投薬
・救護所内での医薬品及び衛生材料等の管理、調整、調達
・トリアージや処置等の介助
・薬剤師の活動を円滑に実施するため、各薬局において可能な限り理解を
得られた従業員を派遣
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２、災害時の医療救護活動に伴う医薬品等の供給に

関する協定書（H25～）

＜薬剤師会＞
災害時に、市内において榛原薬剤師会様が保有する医薬品を、牧之原市の医療救

護活動に供給
(1)救護所における医療救護活動（救護所管理者の指示の元で活動）
・救護所内での医薬品の投薬
・救護所内での医薬品及び衛生材料等の管理、調整
・トリアージや処置等の介助
・薬剤師の活動を円滑に実施するため、各薬局において可能な限り理解を得ら
れた従業員を派遣

(2)医薬品等の調達
・乙の会員が勤務する薬局にある医薬品等の在庫の調達
・はいやく本部で管理する医薬品等の在庫の調達
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３、災害時における医療救護活動に使用する輸液等備蓄に

関する協定（H28）

＜榛原総合病院（救護病院）＞
・備蓄数：1,000個（点滴輸液500ｍｌ、20個単位で50ケース）
・１ヶ月100～200個くらい使用。５ヶ月～６ヶ月で全てが新しく入れ替わる

４、災害時における医療救護活動への協力に関する協定書（H28）

＜バイク隊＞
・医薬品及び医療資機材等の搬送
・搬送経路における被災状況の報告
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ウ、ローリングストックで
薬剤と輸液の備蓄
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榛原病院での輸液の備蓄

保健センター（相良、榛原）
で薬品の管理



４、さいごに
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課題
•三師の先生たちとの連携を継続し、スキルアップしていく
•コロナ禍で担当課も三師も、感染対策やワクチン接種で忙し
く、研修や訓練が止まってしまったため、スタッフのスキル
が低下。
→R4から開始

•救護所開設訓練で市民に啓発を続けていく
•アクションカードの更新
（コロナを経験し、感染症対応編を作成中！）

※最も重要なことは、
繰り返し研修・訓練を重ねていくこと！
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ご清聴
ありがとうございました

40


